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ープにおける技術開発などについてお話をいただきま

した。 

 その他一般講演につきましても活発な議論が交わさ

れ、またポスター発表も同様に意見交換・交流を深め

られていました。ポスター発表に関しましては、今回で

2 回目となりますポスター発表賞が設けられ、今回は

東北大学・半田智彦氏、岡山大学・田邊真希氏、㈱ジ

ャパンエナジー・河西崇智氏、静岡大学・岡島いづみ

氏および九州大学・大村昌己氏の 5 名が受賞され、閉

会式にて表彰式が行われました。 

 

写真 活発な議論が繰り広げられたポスター発表 

 次回の 討論 会につ い て、来 年 9 月 にドイ ツの

Karlsruhe に て 3rd International Symposium on 

Feedstock Recycling of Plastics(ISFR)が開催されるこ

とから、国内での討論会はお休みとなりますが、来年

の ISFR、また 2 年後の第 8 回討論会におきましても、

多くの皆様の参加と活発な討論・意見交換により、研

究会が一層活性化することを願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター賞のご紹介 

山梨環境科学研 佐野慶一郎 

 平成１６年９月２１日、２２日にアクトシティ浜松で開催

したプラスチック化学研究会第７回討論会のポスター

セッションでは、２１ものポスターが掲げられ、活発な研

究発表と討論が行われました。今回、以下の５名がポ

スター賞を受賞されました。受賞の喜びの声をまとめま

すので、ご覧ください。 

 

Ca(OH)2 を用いた PET の熱分解に及ぼす金属酸化物

の効果 半田 智彦（東北大環境保全センター） 

この度はポスター賞を頂きまして

非 常 に うれし く思 いま す。 私 は

PET の熱分解油化の研究をして

おり、廃プラスチックの有効利用に

ついて、日々勉強を続けております。大量消費の現在

社会を考えますと、省エネならぬ“省プラ”を実施し、

廃棄せざるを得ないプラスチックに対してリサイクルを

行うべきであると強く感じます。このポスター賞受賞を

励みに、廃 PET の有効利用の最後の砦となるような技

術開発に精進していきたいと思います。 

 

PP，PE，PS の熱分解に及ぼす PVDC 共存の影響 

田邊 真季（岡山大工） 

今回、研究を初めて半年で学会

というもので発表させていただき、

その上このような賞をいただき大

変うれしく思っています。現在、

PVDC は食品包装のシート材として多く使用されてお

り、一般廃プラへの混入の影響について考える必要が

あり実験を行いました。また PVC との比較も不明の点

があります。このようにプラスチックの多様化の波にも

追いついていかねばならないと考えさせられました。ま

た、この発表を通じて、伝えることの難しさを再認識す

るとともに、様々な方とお話ができ、視野も大きく広げ

ることができたと感じています。今回発表の際に、様々
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なアドバイスをいただいた FSRJ 会員の方々に感謝し

ています。ありがとうございました。 

 

石油精製設備を用いた廃プラスチックのフィードストッ

クリサイクル 河西 崇智（㈱ジャパンエナジー） 

この度、このような賞を頂き、大変

栄誉に感じております。今回の受

賞は、資源循環型社会を目指し、

容器包装プラスチック油化事業者

協議会と共同で研究を行っている成果を評価していた

だけたものと受け止め、大変嬉しく思っております。今

後も地球環境のため、資源の有効活用を目指し、研

究を積極的に進めて行きたいと考えております。 

 

超臨界水による廃プラスチックのガス化・水素製造技

術 岡島 いづみ（静岡大工） 

この度は、ポスター賞を授与して

いただき誠に有難うございました。

身の回りに存在する｢水｣を利用し

て、環境に負荷をかけずに廃棄物

を処理できればという思いで研究を進めてきました。超

臨界状態の水は分解力が強いですが、言い換えれば

使用条件が厳しいケースも多いために、廃棄物の種

類により向き・不向きの見極めが必要となってきていま

す。単なる机上の処理法として終わるのではなく、現

実に利用可能なプロセスとして構築していけるよう研

究を進めていきますので、今後とも皆様のご指導、ご

鞭撻をよろしくお願い致します。 

 

ポリ乳酸を含む混合プラスチック材料の熱分解特性

評価 大村 昌己（九工大院生命）  

まず、本研究に興味を持ち､理解

を示していただいた方々に感謝い

たします。ケミカルリサイクルを進

めていくためには多くの方の理解

と協力が最も大切であり、今回の受賞は大変ありがた

く思っております。この事を研究の追い風として実証化

へ向けてがんばりたいと思います。また、九州工業大

学の白井義人先生や近畿大学の西田治男先生を始

めとした本研究を御指導頂いた方々に感謝致します。 

 

 

 




